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地域協働専攻 

地域政策グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

「障害」のある人の地域生活支援プロジェクト 

―NPO法人自立の風かんばすとの連携― 

【メンバー】 [学   生 ]  安保 春花/武井 円花/部田 里菜/万仲 弥生/宮野 なるみ/吉川 怜奈 

[担当教員]  廣畑 圭介 

【背景】 

とりわけ重度の「障害」のある人の生活拠点は親元か施設の場合が多く、教育環境においてもその他の生

徒と分けられる形になる場合が多い。そのような中にあって、「障害のある人」への理解が十分に進んでない

状況にある。 

【目的】 

本地域プロジェクトの目的は以下の4点である。 

① 「NPO法人自立の風かんばす」の活動に関わり、実践を通して目的や活動内容を理解する。 

② 函館市における社会福祉の現状と課題を理解する。 

③ 障害のある人との交流を通して、障害のある人への理解を深める。 

④ 函館市の障害者福祉の推進への貢献を図る。 

【概要】 

2005年から函館市内を中心に、障害のある人への理解についての普及啓発活動、障害のある人の地域生

活（自立生活）の支援活動を行っている「NPO法人自立の風かんばす」の活動に参画して、活動の実態や社

会福祉における地域課題を理解し、函館市の障害者福祉を推進するプロジェクトである。 

 

【プロセスと成果】 

 

「障害」のある人の中には基礎疾患をはじめコロナへの耐性

に不安のある方が多い状況のため、検温を含めた体調管理を

行う2週間の確認期間を経て活動に参加した。 

主に以下の5つの活動を行った。 

① 検温部での検温活動（LINEオープンチャット） 

② 障害者の自立生活支援事業（活動介助、料理、外出） 

③ 「小石」※原稿づくり、発行 

④ 障害者の生業づくり事業（ドット看板づくり） 

⑤ 他者理解事業（交流会でのゲーム担当） 

成果は、以下の3点である。 

①「障害者」へのイメージの変化 

活動参加前は障害者に対して「接し方が分からない」「怖い」

というイメージがあったが、交流を重ねることで普段友人との接

し方と何も変わらないことが分かった。 

②「障害」への理解と工夫・配慮 

かんばすで「障害」のある人たちと交流することで、「障害」 

への理解が深まった。また、様々な事情を抱える人がいることを

知り、短絡的に考えずに想像力を働かせることが大切だと気づ

いた。交流会では、どんな「障害」のある人でも楽しめるゲーム

を考案するのが想像以上に難しかった。そのようなゲームは限

られているが、内容やルールを少し工夫することで「障害」の有

無に関わらず皆で楽しめることが分かった。 

③「かんばす」の活動理解 

オープンチャットでのやりとりや、積極的にかんばすの活動

に参加するメンバーの様子から、地域プロジェクト・かんばす、

どちらのメンバーにとっても「かんばす」が一つの居場所になっていると感じた。 

【かんばすメンバーとドットを作る様子】 

【お出かけの様子（in 亀田八幡宮）】 
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【総括と反省・今後の課題】 

 

前期は、一人一回活動介助者としてかんばすの活動に参加し、料理や外出など、それぞれ様々な形で交

流を深めた。新型コロナウイルスの影響により対面で顔合わせをした時期が遅かったため、かんばすのメン

バーと親しくなれるか不安であったが、前期の活動だけでもかなり打ち解けられたように感じた。 

後期は、ドット看板のためのドット作りをかんばすのメンバーにも協力してもらいながら、地域プロジェクトの

メンバーを中心に行った。コミュニケーションをとる中で、同じ趣味で盛り上がる様子も見られた。後期は、前期

と比較して地域プロジェクトとかんばすのメンバー同士の仲が深まり、より楽しく活動することができたように感

じた。 

活動を通して今後の課題が3つ見えてきた。 

1つ目は、日常的に障害者と関わる機会が少ないということである。今回地域プロジェクトで実際に障害者と

交流したことで、障害者へのイメージが大きく変わったことから、地域住民の障害者に対する理解促進のため

にも日常的に障害者と関わる機会が必要だと考える。 

2つ目は、地域のバリアフリー化である。活動の一環でかんばすのメンバーと外出した際、お店の入り口に

段差や階段がある事で入店を諦めることが多くあった。「障害」があっても日常生活を制限なく行うために社会

全体でバリアフリー化を進める必要があると考える。 

3つ目は、当事者の思いが地域住民と十分共有できていないということである。かんばすのメンバーとコミュ

ニケーションをとる中で、「地域との関わりから人との交流を楽しみたい」という気持ちがある事が分かった。そ

の思いを地域で共有することで、交流の機会が増えるのではないかと考える。 

【地域からの評価】 

 

「NPO法人自立の風かんばす」と連携した活

動は、多様化する社会の中で「障害」への理解

を深めるという点で多角的な視点を持つ良いき

っかけとなるものだという意見があった。 

実際に「障害」のある人と交流することで、価

値観に変化が現れ、福祉の仕事に関わらず将

来的に役に立つ良い経験となったのではない

かという意見があった。 

 また、実際に交流する中で障害者に対するイ

メージが変化したことから、先入観で人の判断

や決めつけをせず、積極的に色々な人と関わっ

ていく必要があると感じたという意見があった。 

コロナ禍で多くの活動が制限される中、

「LINEオープンチャットでの検温部活動は『手間

がかかるけどやらなくてはいけないこと』である

検温をコミュニケーションの機会とすることで、

お互いの利益となり、コロナ禍だからこそできる

画期的な活動であると感じた」という意見があっ

た。 

当該プロジェクトの連携協力先である「NPO

法人自立の風かんばす」のメンバーから、「コロ

ナ禍という非常事態の中、活動するにあたって

いろいろな制約はあったものの、LINEオープン

チャット機能を活かしてコミュニケーションを円

滑にとることができ、我々の活動や生活実態に

触れ、理解を深めることが出来たのではない

か」という評価を受けた。 

【その他】 

 

＜年間スケジュール＞ 

 

2021年5月  

 かんばすのメンバーとオンライン顔合わせ 

 

2021年6月～7月 

 対面で顔合わせ（活動紹介） 

 活動介助 

 オンライン交流会参加 

 

2021年8月 

 ドット看板図案制作 

 

2021年10月 

 オープンチャットでの検温担当 

 ドット看板のためのドット作り 

 

2021年11月 

 ドット看板更新 

 「小石」※原稿制作 

 オンライン交流会ゲーム担当 

 

2021年12月 

 「小石」※原稿提出 

 

 

 

※小石： NPO法人自立の風かんばすで発行している通信 


